半導体極微デバイスの非線型緩和(基研短期研究会「非平衡緩和過程の統計物理」報告,研究会報告) by 沢木, 宣彦
Title半導体極微デバイスの非線型緩和(基研短期研究会「非平衡緩和過程の統計物理」報告,研究会報告)
Author(s)沢木, 宣彦











































〔文 献〕 N.Sawaki:∫.Phys.C:SolidSt.Phys.16(1983)461ト 22.
過冷却グリセリン液体の結晶化過程
における電圧ゆらぎ
千葉大･教育 東 崎 健 一




東大･工 高河原 俊 秀
光物性の分野では近年様々な物質における励起子ポラリトンの分散曲線が共鳴ブリルアン散
乱や二光子共鳴ラマン散乱によって極めて精密に測定されてきた｡これらの結果を踏まえてポ
ラリトンの動的な性質-エネルギー緩和,位相緩和,ABC問題等に研究が発展 しつつある｡
一方でレーザー分光学の分野ではピコ秒,サブピコ秒 レーザーの進展により時間領域での高分
解能スペクトロスコピーが発展しつつあり,その中でも特に大きなカテゴリーに属する四光波
混合法はCARS,CSRS,RIKES,フォトン･エコー,空間的パラメトリック光混合などの
名の下に多用されている｡ここではこの二分野の融合領域の問題 として励起子ポラリトン及び
励起子分子の位相緩和をとり上げる｡特に後者の位相緩和の問題はCuClの励起子分子準位を
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